
 

 

し
ん
え
ん
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先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

２
０
１
０
年 

 

１
月
号 

 
 

 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

富
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

セ
ン
タ
ー
が
出
来
て
か
ら
５
年
。
年
々
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
数
が
増
え
て
お
り
、
様
々
な
企
画
を
立
て
る
こ

と
が
出
来
始
め
ま
し
た
。
平
成
２
１
年
の
新
企
画
を
１
つ

紹
介
し
ま
す
。
「
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
（
月
１
回
）」
で
す
。

６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
々
（
現
在
５
３
名
が
参
加
）

が
来
館
し
、
皆
で
調
理
さ
れ
た
昼
食
を
と
る
企
画
で
す
。 

      

定
着
行
事
は
、
５
月
末
に
実
施
す
る
延
命
寺
川
で
の

「
ほ
た
る
祭
り
」
。
夜
の
ほ
た
る
鑑
賞
を
メ
イ
ン
に
、
１

６
時
と
時
間
を
繰
り
下
げ
て
祭
り
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

 
 

２
１
７
０
８
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.72 

高
槻
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
） 

山
の
中
腹
に
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
道
の
り
に
は
起
伏
が
多
い
で
す
が
、
予
想
に
反
し

て
空
き
缶
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
２
１
年
度
「
３
Ｒ

活
動
推
進
賞
」
を
受
賞
。
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
意
識
の
高

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
ち
協
の
組
織
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
理
由
で
す
。 

   
 

  

昨
年
１
０
月
、
市
環
境
局
か
ら
の
推
薦
で
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
方
々
が
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
高
槻
地
区
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
が
活
発
で
、
海
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
ほ
ど
の
環

境
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

北
九
州
市
立
あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
）【
５
１
０
㎏
】 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
５
１
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）【
３
６
０
㎏
】 

 

 ほたる祭り １コマ 

 

JICA(ｼﾞｬｲｶ)主催ﾂｱｰ 
（市民ｾﾝﾀｰ内にて） 

高槻地区の町並み 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

理
事
長 

 

河
野 

捷
紀 

 二分の一成人式 
【10 歳児限定】 

県内で富野地区だけ 

 
 

 

  

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

暗
い
話
題
ば
か
り
目
立
つ
年
初
の
中
、
明
る
い
話
題
が
入

り
ま
し
た
。
空
き
缶
回
収
活
動
に
お
い
て
、
地
元
北
九
州
が

２
０
０
９
年
国
内
ト
ッ
プ
の
評
価
を
得
ま
し
た
。
ス
チ
ー
ル

缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
よ
り
、
小
学
校
（
１
０
校
）
、
市
民

活
動
（
１
０
団
体
）
、
高
校
（
１
校
・
特
別
表
彰
）
が
表
彰

選
考
さ
れ
、
他
都
市
の
数
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。 

環
境
首
都
北
九
州
の
誇
り
で
す
。 

 

さ
か
の
ぼ
る
事
７
年
。
ア
ル
ミ
缶
だ
け
で
な
く
ス
チ
ー
ル

缶
も
回
収
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
活
動

だ
け
に
、
「
何
故
ス
チ
ー
ル
缶
か
？
」「
お
金
に
な
ら
な
い
」

な
ど
の
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
趣
旨
・
仕
組
み
の
説
明
を

重
ね
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
北
九
州
地
域
の

皆
様
の
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご
支
援
が
凝
縮
さ
れ
た
結
果
で

あ
る
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
金
属
は
特
別
大
切
な
資
源
で
す
。
簡

単
に
輸
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

国
内
で
資
源
循
環
さ
せ
日
本
の
環
境
力
を
、
さ
ら
に
は
、

『
空
き
缶
基
金
』
を
通
じ
て
北
九
州
力
を
見
せ
た
い
も
の
で

す
。
空
き
缶
を
原
資
と
し
て
地
域
の
為
、
環
境
学
習
や
情
操

教
育
な
ど
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 



 

   
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

     
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

   
 

 

 

２
０
１
０
年 

 

２
月
号 

 
 

 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

北
方
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
南
区
） 

 

小
倉
南
区
の
中
で
、
「
文
化
祭
」
が
１
番
遅
い
３
月
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
拠
り
所
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
開
館
が
３

月
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
１
年
間
の
活
動
成
果
を
発
表
す

る
に
は
時
期
が
い
い
た
め
で
す
。
ま
た
、
他
地
区
が
文
化

祭
を
開
催
す
る
秋
口
に
は
、「
紫
川
大
清
掃
」・「
敬
老
会
」

な
ど
の
行
事
が
集
中
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

   
 

 

年
１
回
の
定
期
行
事
と
し
て
、
外
部
の
講
師
を
お
招
き

し
、
「
人
権
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
地
域
の

方
々
の
要
望
で
人
選
さ
れ
、
今
年(

３
／
２
３)

は
大
分
県

の
方
が
『
い
き
い
き
し
た
人
生
を
送
る
』
を
講
演
し
ま
す
。 

２
１
７
２
１
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.73 

三
郎
丸
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

三
郎
丸
校
区
は
、
小
倉
北
区
商
業
中
心
地
の
郊
外
に
あ

り
ま
す
。
若
者
の
転
入
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
区
内
で
人

口
が
１
番
多
い
で
す
。
自
治
区
連
合
会
の
活
動
も
盛
ん

で
、「
清
掃
活
動
」
や
「
学
童
見
守
り
活
動
」
と
し
て
は
、

年
初
、
子
供
さ
ん
の
通
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

      

１
月
の
恒
例
行
事
『
ど
ん
ど
焼
き
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
た
め
、
５
２
０
人
の
周
辺
住

民
の
方
々
が
三
郎
丸
小
学
校
へ
集
ま
り
ま
し
た
。
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
す
た
め
、
早
朝
か
ら
餅
つ
き
（
１
２
０
㎏
）
、

ま
た
、
ぜ
ん
ざ
い
の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
５
０
０
㎏
】 

北
九
州
市
立
赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）【
４
０
０
㎏
】 

坂
本
町
２
丁
目
老
人
会
（
小
倉
北
区
）【
２
８
０
㎏
】 

 
藤
木
小
学
校
で
は
、
「
ぽ
い
ス
ト
ッ
プ
運
動
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
夏
と
秋
の
１
週
間
、
子
ど
も
た
ち
は
通
学
路
に
落

ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
登
校
し
て
き
ま
す
。
登
校
す
る
子

ど
も
が
持
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
は
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
紙
く
ず
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
の
方
々
も
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
見
て
、
一
緒
に
拾

っ
て
く
だ
さ
り
、
励
ま
し
や
感
謝
、
そ
し
て
「
大
人
が
気
を

つ
け
な
い
と
い
け
な
い
ね
」
と
い
う
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り

ま
す
。
異
学
年
で
登
校
し
て
い
る
の
で
、
友
達
間
で
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
を
持
つ
人
、
ゴ
ミ
を
拾
う
人
と
学
年
に
応
じ
て
協
力

し
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。 

「
ぽ
い
ス
ト
ッ
プ
運
動
」
の
継
続
は
、
再
利
用
と
い
う
意

識
の
高
ま
り
に
つ
な
が
り
、
波
及
効
果
の
あ
る
取
り
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
前
、
あ
る
ク
ラ
ス
か
ら
始
ま
っ
た
プ

ル
タ
ブ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
の
回
収
は
、
ク
ラ
ス
の
係

活
動
に
お
さ
ま
ら
ず
、
全
校
的
な
取
組
と
な
り
、
今
で
は
家

庭
や
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に

で
き
る
環
境
に
い
い
こ
と
が
、
１
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
の
習
慣
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

文 化 祭 

 

餅つき 
（臼５０個分） 

どんど焼き 
（2010/１/10） 

北
九
州
市
立
藤
木
小
学
校 

校
長 

 

大
川
内 

英
樹 

 人権講演会 

㈱
サ
ン
リ
ブ
く
り
え
い
と
宗
像 

北
九
州
市
立
ひ
び
き
が
丘
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 

累
計 

: 

２
４
７
団
体 

 

 

 

 

 

 



 

 

藤
松 

  
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

    
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

２
０
１
０
年 

 

３
月
号 

 
 

 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 
 

沼
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
南
区
） 

 

『
３
世
代
ふ
れ
あ
い
の
街
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

子
供
か
ら
年
配
者
ま
で
、
ふ
れ
あ
う
機
会
を
創
出
す
べ
く

独
自
の
行
事
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
い
ま
す
。 

区
主
催
の
「
ま
つ
り
み
な
み
」
と
日
程
を
ず
ら
し
て
、

実
行
委
員
会
に
よ
る
「
夏
祭
り
」
を
開
催
。
毎
年
核
に
な

る
催
し
を
披
露
し
て
場
内
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。 

     

毎
年
３
月
に
は
、
校
区
の
年
長
者
を
招
待
し
、
地
域
交

歓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
供
さ
ん
に
よ
る
和
太
鼓

や
、
踊
り
等
が
演
じ
ら
れ
、
年
配
の
方
々
が
毎
年
楽
し
み

に
さ
れ
る
和
や
か
な
会
で
す
。 

１
６
８
５
８
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.74 

守
恒
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
南
区
） 

 

 

異
世
代
交
流
と
自
治
会
加
入
促
進
を
テ
ー
マ
に
し
た 

「
ふ
れ
あ
い
守
恒
」
を
、
平
成
２
０
年
度
か
ら
始
め
ま
し

た
。
餅
つ
き
・
昔
遊
び
・
自
治
会
Ｐ
Ｒ
・
子
ど
も
会
の
作

品
展
示
を
主
な
内
容
と
し
、
参
加
者
へ
の
ぜ
ん
ざ
い
や
豚

汁
の
振
舞
い
も
大
好
評
で
し
た
。 

      
 

空
き
缶
と
古
紙
回
収
の
支
援
金
を
活
用
し
、
市
内
で
い

ち
早
く
導
入
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
見
守
り
活
動

は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
に
大
変
役
立
っ
て
い

ま
す
。
わ
が
ま
ち
「
守
恒
」
最
高
で
す
！ 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
４
４
０
㎏
】 

坂
本
町
２
丁
目
老
人
会
（
小
倉
北
区
）【
３
７
０
㎏
】 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
）【
２
８
０
㎏
】 

 

和太鼓の演奏 
【あけぼの保育園 園児】 

 

北
九
州
市
立
藤
松
小
学
校 

校
長 

 

茅
野 

充 

 

 「南原神楽」 

神
愛
幼
稚
園
（
若
松
区
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 

累
計 

: 

２
４
８
団
体 

 

 

 

中学生も立派なつき
・ ・

手
・

！ 

大活躍のパト車です！ 

 

藤
松
小
学
校
で
は
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
し
て
「
空

き
缶
回
収
」
運
動
を
平
成
１
６
年
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
校
内
に
２
台
設
置
し
、
児
童
が
家
庭
よ

り
持
っ
て
き
た
空
き
缶
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
６

年
も
経
つ
と
、
運
動
も
下
火
と
な
り
意
識
も
薄
れ
回
収
量
も

低
下
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
今
年
度
は
、
「
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
知
識
や

理
解
を
深
め
、
よ
り
よ
い
環
境
を
作
り
出
す
行
動
力
を
育
て

る
。
」
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
初
心
に
戻
り
学
校
一
丸
と
な

っ
て
、
空
き
缶
回
収
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

一
学
期
末
に
「
ク
ラ
ス
対
抗
の
空
き
缶
集
め
大
会
」
を
開

催
し
、
そ
の
成
果
や
課
題
を
『
代
表
委
員
会
だ
よ
り
』
や
『
学

校
通
信
』
で
保
護
者
・
地
域
に
発
信
し
ま
し
た
。 

そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
学
級
に
よ
っ
て
は
、
プ

ル
タ
ブ
集
め
や
学
級
の
係
り
に
エ
コ
係
り
を
設
け
る
な
ど

活
動
の
広
が
り
が
見
え
始
め
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
環
境
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 



 

 

藤
松 

  
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

   
 

  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

春
の
空
き
缶
回
収
量
（
３
～
５
月
合
計
） 

     

春
の
ベ
ス
ト
３
（
３
～
５
月
合
計
） 

 

 
 
 

    
 

 

 

２
０
１
０
年 

 

春
号 

 
 

 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 

 
 

 
 
 
  

℡ 

０
９
３
（７
５
２
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０
１
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今
町
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

「
子
ど
も
は
宝
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、
年
長
者
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
得
て
、
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
工
夫

し
て
い
ま
す
。 

 

五
月
の
紫
川
の
シ
ロ
ウ
オ
調
査
、
七
月
の
川
辺
の
キ
ャ

ン
プ
、
十
一
月
の
親
子
ハ
ゼ
釣
り
大
会
な
ど
、
紫
川
と
の

ふ
れ
あ
い
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
す
。 

      

特
に
、
昨
年
の
キ
ャ
ン
プ
は
八
十
名
の
子
ど
も
が
参
加

し
大
盛
況
で
し
た
。
「
来
年
も
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
ね
」
と

い
う
要
望
に
、
年
長
者
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
。 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.75 

桜
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

 

桜
丘
校
区
に
は
、
宮
本
武
蔵
と
佐
々
木
小
次
郎
が
戦
っ

た
巌
流
島
を
眼
下
に
望
む
手
向
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。
各

地
か
ら
の
観
光
客
と
地
元
住
民
と
の
交
流
を
深
め
、
ま
た

史
跡
の
保
存
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
『
武
蔵
・

小
次
郎
ま
つ
り
』
を
毎
年
４
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
 

     

地
域
総
括
補
助
金
を
、
本
校
区
で
は
『
子
ど
も
納
涼
ま

つ
り
』
の
開
催
に
充
て
て
い
ま
す
。
少
子
化
に
よ
る
世
代

間
交
流
が
衰
退
し
て
い
る
中
で
、
子
ど
も
達
が
大
人
と
接

す
る
機
会
を
設
け
、
異
世
代
間
の
連
携
に
繋
が
る
こ
と
を

目
指
し
、
今
年
７
月
、
３
回
目
の
祭
り
を
迎
え
ま
す
。 

 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
１
５
１
０
㎏
】 

坂
本
町
２
丁
目
老
人
会
（
小
倉
北
区
）【
１
０
８
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）【
９
７
５
㎏
】 

 

川辺のキャンプ 
の川遊び 

 

 

北
九
州
市
立
赤
崎
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

空
き
缶
回
収
風
景 

 シロウオ調査 
武蔵の顕彰碑 

【手
た

向
むけ

山公園内】 

子ども納涼夏祭り 

【他、小・中学生主体 

 でこども屋台を出店】 

 

本
校
で
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
、
四
年
生
が
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
「
空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
学
校
近
辺
の
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
の
状
況
を
調

べ
、
捨
て
れ
ば
た
だ
の
ご
み
に
し
か
な
ら
な
い
空
き
缶
が
、

回
収
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
資
源
に
な
る
こ
と
を
学
習

し
ま
し
た
。 

  

そ
れ
以
降
、
毎
年
四
年
生
が
、
空
き
缶
を
資
源
と
し
て
活

用
す
る
た
め
に
、
学
校
放
送
で
空
き
缶
を
持
っ
て
く
る
よ
う

に
呼
び
か
け
た
り
、
地
域
の
人
に
も
空
き
缶
回
収
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

  

今
、
赤
崎
小
学
校
は
、
地
域
の
空
き
缶
回
収
の
拠
点
の
一

つ
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
に
、
約
三
万
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
空
き
缶
を
回
収
し
ま
し
た
。 

  

本
校
で
は
、
空
き
缶
回
収
の
収
益
金
で
、
花
の
種
や
苗
を

購
入
し
て
、
花
一
杯
の
美
し
い
学
校
環
境
を
作
っ
て
い
ま

す
。 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

６
１
７
３
９ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

 

 
 

 



 

 

藤
松 

  
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

      

夏
の
空
き
缶
回
収
量
（
６
～
８
月
合
計
） 

    

夏
の
ベ
ス
ト
３
（
６
～
８
月
合
計
） 

 

 
 
 

   
 

 

 

２
０
１
０
年 

 

夏
号 

 
 

 

（発
行
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） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

通
信
部 
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０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
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北
小
倉
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

９
月
１
５
日
、
環
境
衛
生
の
改
善
活
動
が
認
め
ら
れ
、

県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
【
小
倉
北
区
の
中
で
本
協
議

会
の
み
】
。
１
大
イ
ベ
ン
ト
は
境
川
清
掃
で
あ
り
、
年
２

回
実
施
。
北
小
倉
小
の
生
徒
さ
ん
を
合
わ
せ
、
毎
回
総
勢

８
０
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

     

人
口
が
元
々
少
な
い
校
区
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
意
義

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
住
民
１
人
１
人
が
各
公
園
の

整
備
や
花
植
え
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
と
い
っ
た

日
常
的
に
や
っ
て
い
る
こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
あ

り
、
本
当
の
ま
ち
づ
く
り
の
姿
だ
と
感
じ
ま
す
。 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.76 

南
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

 

夏
恒
例
行
事
で
あ
る
『
そ
う
め
ん
流
し
』
『
わ
っ
し
ょ

い
百
万
踊
り
へ
の
参
加
』『
七
夕
交
流
会
』
も
無
事
終
了
。 

 

７
月
の
そ
う
め
ん
流
し
で
は
、
１
４
３
名
の
方
が
参
加

し
、
１
５
㎏
の
そ
う
め
ん
を
「
あ
っ
」
と
い
う
間
に
完
食
。

会
場
の
雰
囲
気
で
食
欲
が
高
ま
っ
た
小
学
生
が
予
想
以

上
の
食
べ
っ
ぷ
り
。
そ
う
め
ん
が
不
足
す
る
事
態
に
…
。 

      

８
月
は
、
南
丘
校
区
女
性
部
会
を
中
心
に
『
百
万
踊
り
』

の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
５
人
を
先
頭
に
７
４
名
の
方
が
素

晴
ら
し
い
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
各
行
事
を
通
じ
、
地

域
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
ま
す
。 

 
 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）【
１
９
１
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）【
１
１
３
５
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）【
９
５
０
㎏
】 

 

境川清掃 風景 
 

 

北
九
州
市
立
小
石
小
学
校 

 
 

 

 
 

 

郊
外
ご
み
活
動
中
の
様
子 

    表 彰 状 
（環境衛生の改善運動） 

そうめん流し 

わっしょい百万踊り 

【赤いはっぴが 

南丘女性部会】 

 

本
校
で
は
数
年
前
か
ら
空
き
缶
回
収
の
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
縦
割
り
班
ご
と
に
行
う
郊
外
ご
み
ゼ
ロ
活
動
や
児
童

会
組
織
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
委
員
会
」
の
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
地
道
に
空
き
缶
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
児
童
の
下
足
置
き
場
付
近
に
回
収
箱
を
設
置
し
て

い
る
の
で
、
登
校
中
に
拾
っ
た
空
き
缶
な
ど
も
入
れ
や
す

く
、
自
発
的
、
日
常
的
な
空
き
缶
回
収
が
で
き
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
議
室
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
保
護
者
の
方
々
も
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
ス
ク
ー

ル
ヘ
ル
パ
ー
の
方
々
か
ら
も
協
力
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
児
童
・
保
護
者
の
方
々
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

方
々
を
含
め
た
校
区
全
体
の
活
動
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

今
後
も
、
児
童
会
を
は
じ
め
、
地
域
や
保
護
者
も
一
体
と

な
っ
て
空
き
缶
回
収
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

６
８
２
９
１ 

キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

 

 

 

 

 

堀
越
町
内
こ
ど
も
会
（
小
倉
南
区
） 

北
九
州
市
立
竹
末
小
学
校
（
八
幡
西
区
） 

自
悠
茶
論 

幸
神
（
八
幡
西
区
） 

㈲
古
嶋
ク
レ
ー
ン
（
若
松
区
） 

北
九
州
市
立
菅
生
児
童
館
（
小
倉
南
区
） 

㈲
岡
島
電
気
（
若
松
区
） 

 

 


